
’

並
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
二
号
）

室
二
（
一
丸
切
日
）

財
務
諾
表
の
分
析
に
於
ろ
前
提
的
一
問
題

ア
カ
ウ
ソ
テ
イ
ソ
グ
、
　
コ
ソ
，
ヴ
ェ
ソ
シ
ョ
ソ
に
つ
い
て津

ノ
国

長
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
し
　
が
　
き

企
萎
計
原
則
は
謂
一
て
い
る
「
企
萎
計
の
実
務
の
中
儘
習
と
し
て
発
達
し
た
も
の
の
な
ぶ
ら
、
一
と
、
併
し
注
意
し

珪
け
れ
ば
奮
き
こ
と
は
・
荒
を
・
我
国
の
会
計
実
務
の
中
に
求
宝
う
と
し
て
真
少
く
共
、
今
目
以
前
の
事
笹
於
て
は
一

お
そ
ら
く
無
理
で
あ
ろ
う
と
云
う
こ
と
ノ
し
あ
る
。

そ
し
て
・
荒
故
に
・
ア
メ
リ
カ
の
会
計
方
法
の
中
に
一
ム
わ
ば
慣
習
的
、
約
東
と
し
蛋
統
す
る
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
ヴ
一

ン
シ
ョ
ン
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
り
・
吾
六
は
そ
れ
を
、
保
守
安
全
感
に
基
く
低
価
主
義
評
価
か
ら
所
謂
経
営
継
続
価
値
○
。
一
目
胴

く
己
暮
弓
訂
◎
ｑ
に
基
く
取
得
原
価
主
義
へ
の
経
過
に
於
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
リ
て
れ
を
財
務
諾
表
の
分
析
に
関
す

る
前
提
的
な
一
問
題
と
し
て
考
察
し
よ
う
。

所
謂
ア
ヵ
ウ
ソ
テ
ィ
ン
グ
、
一
ン
ヴ
ニ
シ
ヨ
ン
が
果
し
て
何
を
指
す
か
、
こ
茎
躍
に
韻
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
き
で



あ
ろ
う
。
蓋
し
、
一
つ
に
は
ア
メ
リ
カ
的
な
定
義
の
仕
方
の
故
に
、
叉
一
つ
に
は
そ
の
も
の
の
性
質
上
、
そ
れ
は
場
合
に
よ
り
、
叉

人
に
よ
っ
て
意
見
を
異
に
す
べ
き
態
の
も
の
で
あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

　
例
え
ば
、
－
一
フ
｛
屋
申
ｇ
；
ｏ
９
ま
｛
量
け
｛
冒
◎
～
８
◎
己
＆
事
ｏ
誌
２
一
己
竃
８
；
雪
晶
８
量
ｇ
一
ま
一
夕
彗
ｏ
罵
易
◎
貝
一
Ｈ
官
鼻
９
自
彗
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

…
…
或
は
、
室
目
菖
ｏ
｛
一
ｐ
二
ｇ
巨
ｃ
一
券
責
９
－
・
・
２
８
長
Ｈ
◎
昌
賃
ま
；
◎
｛
ア
奉
睾
｛
塞
Ｈ
ｏ
暮
８
毒
８
旨
一
｛
奏
８
冒
９
ま
◎
易
；
～
一
）
『
易
¢
巨

　
　
　
　
　
刎

軍
ｏ
員
…
…
と
あ
る
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
果
し
て
会
計
方
法
が
個
人
の
主
観
的
判
断
一
）
ｏ
易
◎
量
Ｈ
官
鼻
曾
罵
一
註
に
終
る
か
、
叉
客
観
的
事
実
冒
窮
９
島
臣
ｏ
房
に
関
す
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

か
、
は
会
計
学
の
根
本
問
題
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
が
、

　
た
し
か
に
、
会
計
実
践
に
於
る
理
想
的
条
件
、
そ
れ
は
杜
会
の
経
済
的
構
造
が
あ
ら
ゆ
る
資
産
の
価
値
に
つ
い
て
、
随
時
に
、
而

も
容
易
に
確
め
得
る
様
な
組
織
（
例
え
ば
市
場
組
織
の
高
度
的
発
達
。
）
を
そ
な
え
た
場
合
に
於
て
達
成
し
得
る
と
云
い
得
よ
う
。

即
ち
、
斯
る
事
情
の
下
に
於
て
は
あ
ら
ゆ
る
資
産
、
例
え
ば
商
品
、
有
価
証
券
、
機
械
、
設
備
パ
建
物
、
時
に
は
、
土
地
で
さ
え
も
。

そ
の
価
値
昌
冒
¢
鼻
ｇ
昌
ｇ
ま
・
奏
Ｈ
毒
で
、
貸
借
対
照
表
に
計
上
さ
れ
得
る
。
・
…
・
・
（
但
し
、
そ
ー
の
場
合
で
も
会
計
方
法
に
本
質

的
な
目
標
は
期
間
的
損
益
の
把
握
に
あ
る
）
と
謂
う
マ
ク
ニ
ー
ル
の
主
張
は
尤
も
で
あ
り
、
吾
六
は
、
そ
こ
に
多
く
の
示
唆
を
発
見

す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
は
流
石
の
ア
メ
リ
ヵ
に
於
て
さ
え
、
い
さ
さ
か
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
抽
象
的
理
論
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
し
、
叉
或
意
味
に
於
て
は
逆
行
的
な
仮
定
に
基
く
と
批
難
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
併
し
、
そ
れ
が
伝
統
的
会
計
方
法
に
内
包
す
る
理
論
的
飛
躍
　
　
周
知
の
如
く
、
そ
れ
は
、
抜
術
的
困
雑
性
と
不
完
全
性
を
含

む
　
　
の
無
遠
慮
な
指
摘
に
基
く
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

　
這
般
の
関
係
は
、
例
え
ば
財
務
諾
表
分
析
の
場
合
、
そ
の
前
提
と
し
て
評
価
の
問
題
が
、
即
ち
、
そ
こ
に
表
示
せ
ら
れ
る
棚
卸
資

　
　
財
蒜
請
表
の
分
折
に
於
る
前
提
的
一
間
題
（
津
ノ
国
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
（
一
九
五
）

ｃ

■



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
（
一
九
六
）

産
或
は
投
資
勘
定
等
六
の
価
額
が
如
何
な
る
評
価
基
準
に
し
た
が
っ
て
、
且
如
何
に
し
て
、
決
定
せ
ら
れ
た
か
と
云
う
こ
と
を
、
先

ず
明
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
う
こ
と
（
財
務
諾
表
分
析
の
理
論
的
及
び
技
術
的
前
提
）
の
う
ち
に
い
か
ん
な
く
表
現
せ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
が
。

　
却
ち
、
会
計
方
法
は
そ
れ
に
内
在
す
る
理
論
的
矛
盾
の
飛
躍
を
何
等
か
の
約
束
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
ア

メ
リ
カ
に
伝
統
的
な
会
計
方
法
は
そ
れ
を
、
云
わ
ば
ア
メ
リ
カ
的
な
見
識
■
老
＆
｛
ｇ
２
巨
胃
８
昌
け
一
品
　
に
基
く
慣
習
的
方
法

と
し
て
ア
カ
ウ
ン
テ
イ
ン
グ
、
コ
ン
ヴ
エ
ン
シ
ヨ
ン
に
託
し
て
來
た
と
謂
う
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
、
随
っ
て
、
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙

多
分
に
保
守
的
で
は
あ
る
が
英
国
の
会
計
方
法
に
於
る
所
謂
冒
色
事
言
長
ｏ
或
は
独
逸
会
計
方
法
に
於
る
彼
の
保
守
主
義
評
価

原
則
と
は
同
一
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
勿
論
、
単
な
る
８
旨
＜
；
ま
勇
（
丙
襲
）
、
．
；
Ｈ
、
。
。
（
原
則
）
、
一
、
、
ｐ
。
ユ
。
、
。
。
（
実
践
）
、
旨
、
１

穿
◎
穿
（
方
法
）
及
び
ｏ
豪
８
婁
（
桝
慨
）
と
も
区
別
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
云
わ
ぱ
そ
れ
等
の
統
含
物
と
し
て
ア
メ
リ

カ
に
於
る
伝
統
的
会
計
実
践
の
内
容
を
な
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
云
い
得
よ
う
。

詑
１

詫
２

詫
３

謹
４

－
■
；
巳
昌
二
；
Ｏ
肺
弓
ま
Ｐ
；
一
巳
コ
○
；
言
；
竃
７
一
・
｝
ぎ
・
ぎ
Ｈ
）
Ｓ
一
宥
真
事
一
三
一
〇
＞
８
Ｃ
…
９
昌
ｙ
Ｈ
）
．
戸
一
；
¢
＝
９
巨
－
）
ｈ
８
冒
＆
Ｐ
具
一
勺
三
、
＝

。
・
一
委
＝
一
二
冨
＞
旨
Ｏ
工
・
；
Ｈ
三
ぎ
８
・
｝
＞
・
８
・
一
彗
グ
ー
８
９

、
－
、
；
亭
ぎ
＞
ｇ
；
；
ニ
コ
胴
ブ
｝
六
・
曽
；
目
ｏ
ｐ
ｒ
Ｈ
８
ｐ
一
、
・
Ｈ
ｏ
ｏ
¢
・

客
観
的
事
実
と
云
う
表
現
は
、
或
は
誤
解
を
招
く
か
も
知
れ
な
い
。
否
々
は
勿
諭
そ
れ
を
会
計
４
的
な
恵
砿
に
於
て
佼
州
し
て
い
る
の
で
あ

つ
て
、
例
へ
ば
企
業
会
計
原
則
や
財
務
諾
表
規
則
の
成
立
、
更
に
は
か
の
監
査
基
準
で
さ
え
斯
る
煎
昧
で
の
劣
観
的
事
実
の
把
撮
に
対
す
る

努
力
に
他
な
ら
な
い
と
思
う
。
荷
雑
誌
会
計
第
五
十
八
巻
第
二
号
七
九
頁
岩
田
教
授
と
私
の
諭
議
参
照
。

英
国
の
会
計
方
法
に
伝
統
的
な
恩
想
と
し
て
の
　
■
お
豪
プ
三
・
鴨
　
「
利
益
の
決
定
は
結
局
多
分
に
予
洲
と
判
断
の
事
項
に
・
属
す
る
」

●



（
ざ
冒
狗
８
０
一
室
ｐ
メ
↓
≠
ｏ
目
ｑ
－
饒
く
ｏ
｝
ｏ
冒
閉
ｏ
｛
＞
８
ｏ
自
昌
，
ぴ
ｑ

講
う
■
嘉
豪
プ
≦
婁
、
に
連
る
。

カ
ｏ
｛
っ
寡
亭
；
ｑ
１
、
三
自
？
竃
．
と
あ
る
が
斯
る
見
解
は
必
然
的
に
．
次
に

二

　
英
国
に
於
て
は
伝
統
的
に
会
計
士
と
評
価
人
の
区
別
が
徹
底
し
、
随
っ
て
会
計
士
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
或
は
証
明
さ
れ
る
と
こ
ろ

の
貸
借
対
燃
表
に
つ
い
て
、
資
産
．
の
過
少
評
価
に
関
す
る
限
り
、
そ
れ
が
或
程
度
事
実
に
榊
異
す
る
こ
と
は
始
め
か
ら
容
認
さ
れ
て

い
た
と
云
う
。

　
而
し
て
所
謂
き
表
豪
プ
ヨ
Ｏ
考
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
と
こ
１
ろ
に
よ
れ
ば
、
そ
も
ン
、
も
貸
借
対
照
表
の
目
的
は
、
当
該
企
業
の
財

政
状
態
が
其
処
に
表
示
せ
ら
れ
て
い
る
よ
り
は
悠
く
な
い
と
、
ム
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
　
決
し
て
ン
、
の
上
限
一
一
Ｈ
、
マ
、
＝
一
旨
岸

を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
、
ム
う
考
え
方
で
あ
り
、
著
し
く
保
守
的
で
あ
っ
た
。

　
然
る
に
ア
メ
リ
ヵ
に
於
る
会
計
理
論
は
必
ず
し
も
斯
る
き
肩
茅
プ
く
庁
尋
を
全
両
的
に
容
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
或

意
味
に
於
て
は
寧
ろ
進
歩
的
で
さ
え
あ
っ
た
様
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
少
く
共
一
九
三
〇
年
頃
以
一
一
…
に
於
る
ア
メ
リ
カ
の
有
力
な
会

計
学
者
達
は
会
計
方
法
の
窮
局
的
〔
標
を
、
理
諭
的
に
は
所
謂
真
実
性
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
、
企
芙
財
比
の
真
実
の
状
態
、
並
に

真
正
な
期
間
的
損
益
の
提
示
を
可
能
な
ら
し
め
る
所
謂
真
実
価
値
言
ユ
ま
自
事
Ｈ
書
鳥
．
・
・
ｏ
ｇ
≦
一
一
一
、
ｏ
　
の
表
示
に
あ
る
と
い
う
見
解

に
傾
い
て
い
た
様
に
思
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刎

　
例
え
ば
、
ハ
ッ
ト
ブ
ィ
ル
ド
に
よ
れ
ば
彼
は
会
計
の
目
的
が
事
実
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
～
Ｈ
々
；
ｑ
≠
手
ｏ
鼻
；
。
・
９
＜
暮
；

に
表
示
す
る
に
あ
る
こ
と
を
主
張
し
な
が
ら
、
而
も
貸
借
対
照
表
に
示
さ
れ
る
内
容
が
事
実
と
杣
異
す
る
こ
と
が
一
見
し
て
明
ら
か

　
　
財
務
諸
表
の
分
折
だ
於
る
前
提
的
一
間
題
（
津
ノ
国
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
（
一
九
七
）



１

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
二
号
）
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
（
一
九
八
）

な
場
合
が
暫
六
あ
ヶ
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
が
資
産
の
低
評
価
に
関
す
る
限
り
堅
実
性
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
寧
ろ
利
益
は
あ

っ
て
も
害
は
少
い
と
云
う
こ
と
を
承
認
し
て
、
こ
の
見
解
は
暫
六
各
国
の
学
者
に
よ
り
、
或
は
保
守
的
経
営
者
に
よ
っ
て
強
く
支
拷

せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
説
い
て
、
更
に
営
業
用
の
土
地
及
建
物
を
貸
借
対
照
表
か
ら
除
外
す
る
■
轟
Ｈ
、
己
銀
行
の
や
り
方
や
、

不
動
産
勘
定
を
一
マ
ー
ク
の
名
目
価
値
で
表
示
す
る
独
逸
会
杜
法
の
や
り
方
、
或
は
軌
道
敷
地
の
償
却
を
利
益
に
応
じ
て
処
分
す
る

と
云
う
ア
メ
リ
カ
に
於
る
鉄
道
会
社
の
実
際
を
挙
げ
て
い
る
の
ノ
し
あ
る
。

　
然
し
一
方
に
於
て
は
、
資
産
の
低
評
価
を
堅
実
な
会
計
方
法
と
し
て
賞
讃
す
る
も
の
は
、
逆
に
虚
偽
が
斯
く
し
て
行
は
れ
る
事
実

に
眼
を
掩
う
も
の
で
あ
り
、
健
全
な
意
味
に
於
て
正
確
性
の
意
義
を
看
過
す
る
の
み
な
ら
ず
そ
れ
を
会
計
．
に
窮
局
的
な
目
標
と
し
て

掲
げ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
様
に
思
う
と
・
王
張
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

　
■
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
旨
８
．
２
旨
討
巨
斤
〇
一
〇
◎
＜
ｇ
Ｈ
◎
◎
斤
一
プ
６
く
ら
一
５
ｏ
｝
２
ｏ
ｏ
目
『
２
０
Ｋ
き
己
一
◎
ア
◎
－
｛
｛
け
２
ｏ
。
一
フ
¢
困
◎
ら
◎
、
２
０
０
◎
自
目
ユ
旨
困
、

　
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
肌
「
怖
値
の
低
落
時
に
仕
入
れ
た
棚
卸
資
産
の
市
価
が
そ
の
二
借
に
な
っ
た
場
合
、
そ
れ
を
現
在
の
市
価
で
評

価
替
す
る
と
云
う
こ
と
」
は
、
堅
実
な
方
法
で
は
な
い
と
し
て
一
般
に
批
難
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
結
局
、
貸
借
対

照
表
に
表
示
せ
ら
れ
る
価
額
が
そ
の
作
成
日
現
在
の
価
値
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
外
部
の
人
、
を
歎
い
て
利
益
を
隠
匿
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
札
は
次
期
に
於
る
反
対
の
緒
果
に
よ
っ
て
再
ぴ
外
部
の
株
主
、
債
権
者
等
を
歎
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
り

斯
く
し
て
外
部
の
人
六
の
犠
牲
に
於
て
内
部
の
消
息
通
が
不
当
に
利
得
す
る
こ
と
と
な
る
。
と
説
き
、
更
に
、
余
は
監
査
人
は
評
価

人
で
は
な
い
。
即
ち
財
産
の
実
質
的
評
価
（
価
額
、
昆
質
、
数
量
）
に
タ
ツ
チ
す
る
も
の
で
は
な
い
と
云
う
主
張
と
は
や
や
昆
解
を

異
に
す
る
と
謂
う
の
で
あ
る
が
、
彼
の
昆
解
は
寧
ろ
「
監
査
人
の
責
務
は
彼
が
そ
の
経
験
と
熟
練
の
す
ぺ
て
を
尽
す
に
非
れ
ぱ
到
底

十
分
に
果
し
得
な
い
程
の
も
の
で
あ
る
」
…
…
彗
書
皇
８
易
｛
巨
Ｋ
オ
目
９
一
旨
◎
－
・
曾
与
ｔ
曾
♂
Ｈ
旨
一
。
｛
昌
、
－
、
・
。
・
。
フ
。
ｑ
。
。
・
。
簑
旨
手
、
、
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
〉

テ
ぎ
考
曾
｛
昌
８
；
ら
。
。
斤
｛
－
¢
星
巨
¢
壬
旨
ざ
ま
・
：
・
：
と
云
う
の
で
あ
り
、
更
に
「
人
Ａ
が
、
．
株
式
を
売
買
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
は
貸
借
対
照
表
に
対
す
る
監
査
人
の
証
明
の
有
無
を
、
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
…
…
問
題
は
寧
ろ
監
査
人
が

貸
借
対
照
表
に
於
る
資
産
の
含
み
、
即
ち
そ
の
過
少
表
示
を
容
認
す
る
点
に
あ
る
。
」
と
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
６
）

　
デ
ィ
ツ
キ
ン
ソ
ン
は
少
し
妥
協
的
に
、
企
業
に
於
る
営
業
用
の
固
定
財
産
が
そ
の
長
き
使
用
期
間
に
亘
っ
て
、
市
価
の
変
動
に
も

拘
ら
ず
取
得
原
価
で
維
持
せ
ら
れ
る
と
云
う
や
り
方
は
、
そ
れ
以
後
に
於
て
随
時
に
種
六
な
る
価
格
で
取
得
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と

こ
ろ
の
同
一
財
産
と
の
関
係
に
於
て
種
六
の
不
都
合
を
惹
起
す
る
。
事
実
、
多
年
に
亘
っ
て
計
上
し
続
け
ら
れ
た
利
益
の
大
部
分
が

斯
る
関
係
か
ら
実
質
的
に
は
処
分
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
云
う
場
合
が
あ
る
。

　
「
貸
借
対
照
表
の
目
的
は
実
に
継
続
企
業
の
立
場
か
ら
真
実
の
財
政
状
態
を
示
す
に
あ
る
。
」
…
…
蟹
；
一
竃
９
。
。
プ
窒
一
庁
屋

一
三
屋
｛
８
。
。
ぎ
尋
手
¢
言
一
一
¢
害
・
旨
ｏ
己
Ｈ
嚢
ま
◎
目
毒
蟹
電
巨
胴
ｏ
ｇ
ｇ
；
と
主
張
し
て
縞
局
棚
卸
資
産
評
価
の
原
価
主
義
を
支
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ヱ
ス
ケ
レ
は
貸
借
対
照
表
の
真
実
性
に
つ
い
て
、
嘗
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ク
州
の
著
名
な
製
造
業
者
が
そ
の
固
定

資
産
の
人
部
分
が
秘
密
積
立
金
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
随
っ
て
現
在
の
帳
簿
価
額
は
寧
ろ
非
常
識
な
価
額
で
記
載
さ
れ
て
い
る
旨
を
、

告
げ
た
こ
と
を
引
用
し
て
、
問
題
は
、
彼
が
株
主
債
権
者
、
人
衆
を
歎
き
或
は
彼
自
ら
を
歎
か
ん
と
し
て
い
る
か
否
か
に
あ
る
。
彼

は
財
務
諾
表
の
価
額
が
事
実
と
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
を
外
部
の
人
六
に
理
解
せ
し
め
る
に
足
る
脚
註
♂
◎
冨
旨
８
を
附
す
る
必
要

が
あ
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。

　
少
く
と
も
一
九
一
〇
年
頃
以
降
に
於
け
る
ア
メ
リ
ヵ
会
計
学
者
の
意
見
は
例
え
ば
以
上
に
参
照
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

論
者
が
会
計
学
界
に
占
め
る
位
置
並
に
、
実
践
に
対
す
る
影
響
力
に
就
い
て
は
、
例
え
ぱ
マ
ク
ニ
ー
ル
の
見
解
に
よ
れ
ば
即
ち
次
の
様

で
あ
る
「
人
は
こ
れ
等
の
論
者
の
初
版
が
既
に
二
十
年
以
上
、
以
前
に
属
す
る
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
ン
、
の
内
容
が
既
に
時
代
的
に

　
　
財
務
諸
表
の
分
折
に
於
る
前
提
的
一
間
題
（
津
ノ
国
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
（
一
九
九
）

１



○

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
二
妙
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
（
二
〇
〇
）

不
適
含
と
な
っ
て
い
る
と
思
う
か
も
知
れ
な
い
が
そ
れ
は
甚
し
い
誤
解
、
一
ピ
あ
っ
て
、
そ
れ
等
は
依
然
と
し
て
我
国
に
於
る
最
代
表
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

論
著
と
も
称
さ
れ
る
べ
く
、
彼
等
こ
そ
実
に
近
代
会
計
思
想
の
形
成
に
対
す
る
支
配
的
影
響
力
を
も
っ
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と

　
そ
れ
等
は
要
す
る
に
貸
借
対
照
表
の
価
額
が
そ
の
作
成
日
現
在
に
於
る
価
値
に
就
い
て
真
実
に
示
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
・
少
く
共
一
九
三
三
年
以
前
に
於
け
る
監
査
報
告
書
の
彩
式
は
例
え
ば
「
我
六
の
見
解
に
よ
れ
ば
下
記
貸
借
対

照
表
は
一
九
三
一
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
該
会
杜
の
財
政
状
態
を
正
確
に
表
示
し
、
且
つ
附
属
損
益
計
算
書
も
亦
、
正
確
に
作

成
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
証
肺
か
び
」
と
云
う
体
の
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
こ
こ
に
正
確
性
の
意
味
に
就
い
て
は
、
当
時
一
般
に
事

実
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
叉
は
真
実
の
意
と
解
せ
ら
れ
て
い
た
と
云
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
誌
－
　
曽
暮
完
巳
し
三
｛
勺
．
違
・

謹
２
目
．
戸
震
婁
ま
室
・
・
宥
・
目
ぎ
８
冒
ま
讐
５
員
勺
』
・
。
・

　
詫
３
目
・
竃
巴
戸
…
戸
？
・
。
閉
・

詫
４
戸
戸
亭
長
…
・
～
ぎ
｛
葦
胴
；
８
、
二
、
ｏ
勺
、
｛
。
ま
。
。
し
婁
ら
§
・

　
誌
５
呂
・
目
高
・
暮
タ
…
｛
勺
・
Ｈ
８
・

詑
６
＞
．
カ
．
皇
ま
曇
～
１
＞
§
…
葦
胴
婁
邑
８
竃
｛
、
、
奏
き
、
。
Ｌ
婁
・
「
二
〇
・

詫
７
勺
・
三
秦
「
プ
黒
毛
冒
。
’
皇
・
言
呂
昌
；
８
、
×
。
一
＞
。
。
。
。
ヌ
曇
川
二
、
・
竃
・

　
詑
８
胃
・
昌
８
一
；
・
舅

　
詑
９
　
雑
誌
会
計
第
五
十
八
巻
第
五
号
七
〇
頁
拙
稿



■

三

■

　
然
る
に
上
述
の
如
き
諾
学
者
の
意
見
に
も
拘
ら
ず
当
時
に
於
て
一
般
に
墨
守
さ
れ
た
会
計
実
践
は
、
資
産
の
貸
借
対
照
表
価
額
は

原
則
と
し
て
そ
の
取
得
原
価
暮
昌
垣
量
Ｈ
８
。
・
け
で
計
上
さ
れ
る
。
但
し
市
価
が
容
易
に
確
め
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
流
動
資
産
に
つ

い
て
は
、
低
価
主
義
・
易
け
◎
＝
峯
寿
ｇ
色
ま
プ
¢
く
雪
オ
Ｈ
◎
毒
・
で
評
価
す
る
し
、
現
金
、
預
金
、
受
取
手
形
、
売
掛
金
、
未
収
金

等
の
如
き
所
謂
準
備
資
産
た
る
機
能
を
果
す
金
額
資
産
は
原
則
と
し
て
そ
の
額
面
で
計
上
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
損

．
益
計
算
書
に
於
て
利
益
の
見
越
は
計
上
し
な
い
が
、
予
想
さ
れ
る
全
て
の
損
失
に
対
し
て
は
準
備
金
を
設
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
罵
く
ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

彗
百
ｇ
暑
８
賞
肩
◎
睾
げ
ｏ
け
肩
◎
＜
さ
＆
♂
・
昌
Ｈ
易
。
・
鶉
、
、
と
云
う
所
謂
保
守
主
義
会
計
原
則
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

　
思
う
に
、
十
八
世
紀
的
保
守
主
義
会
計
の
魅
力
　
　
会
計
が
本
来
個
人
的
企
業
家
◎
き
お
・
旨
彗
品
９
の
私
経
済
的
利
益
に
奉
仕

す
る
手
段
と
し
て
発
達
し
来
っ
た
（
勿
論
、
当
時
に
於
て
は
、
そ
れ
が
即
ち
、
杜
会
的
要
求
に
マ
ツ
チ
し
た
訳
で
も
あ
っ
た
ろ
う
が
）

と
い
う
こ
と
は
古
き
監
査
が
専
ら
会
計
方
の
詐
歎
不
正
の
発
見
摘
発
の
為
に
行
わ
れ
た
と
云
う
こ
と
の
う
ち
に
窺
れ
る
　
　
と
、
技

術
に
必
然
的
な
伝
統
的
固
定
性
（
擢
守
性
）
と
は
相
ま
っ
て
、
更
に
前
に
も
述
べ
た
様
な
会
計
方
法
に
本
質
的
な
技
術
的
困
難
性
と

理
論
的
飛
躍
の
必
燃
性
が
漸
く
そ
の
杜
会
的
実
践
的
要
求
を
正
し
く
取
り
上
げ
て
一
且
は
貸
借
対
照
表
価
額
の
真
実
的
表
示
を
主
張

す
る
ハ
ツ
ト
ブ
ィ
ル
ド
以
下
の
諾
学
者
を
し
て
、
遂
に
、
謂
う
と
こ
ろ
の
真
実
価
値
＜
；
手
２
奏
Ｅ
の
一
貫
的
表
示
を
事
実
上
不

可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
伝
統
的
や
り
方
を
容
認
し
且
支
持
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
せ
し
め
る
に
至
っ
た
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

　
却
ち
、
ハ
ッ
ト
フ
ィ
ル
ド
は
前
項
の
所
論
に
も
拘
ら
ず
、
遂
に
固
定
資
産
に
就
て
時
価
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
く
取
得
原
価
で
維
持

す
る
の
が
妥
当
な
や
り
方
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
と
共
に
、
商
品
は
市
価
が
低
落
し
た
場
合
に
は
市
価
で
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
る
が

　
　
財
務
諸
表
の
分
折
に
於
る
前
提
的
一
間
趨
（
津
ノ
国
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圭
九
（
二
〇
一
）



　
　
立
命
鰭
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
六
〇
（
二
〇
二
）

反
対
に
市
価
が
原
価
を
越
え
た
場
合
に
は
原
価
で
維
持
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
云
う
独
逸
保
守
主
義
会
計
方
法
に
所
謂
低
価
主
義

評
価
原
則
を
認
め
る
の
で
あ
る
が
そ
れ
に
し
て
も
、
彼
が
そ
の
場
合
に
貸
借
対
照
表
の
註
記
を
教
え
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で

あ
る
と
恩
う
。

　
そ
ソ
ト
ゴ
メ
リ
ー
も
同
様
Ｐ
原
料
及
商
品
の
評
価
は
低
価
主
義
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
が
土
地
は
や
は
り
、
原
価
で
一
貫
さ
れ
る
こ

と
を
要
求
し
・
特
に
土
地
に
就
て
は
そ
の
滅
価
（
立
地
条
件
の
変
化
等
に
よ
る
）
が
明
ら
か
な
場
合
ノ
し
も
そ
れ
が
売
却
せ
ら
れ
て
実

現
す
る
迄
は
・
や
は
り
取
得
原
価
で
維
持
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
云
い
、
更
に
一
時
所
有
の
有
価
証
券
に
つ
い
て
は
時
価
評
価

を
主
張
し
、
且
つ
評
価
は
綜
合
的
に
で
は
な
く
、
個
別
的
に
行
は
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　
デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ
ン
い
・
同
様
に
棚
卸
資
産
の
市
価
が
低
落
し
て
原
価
以
下
と
な
る
場
合
に
は
引
当
金
を
設
定
す
る
こ
と
に
依
め
そ

れ
を
時
価
ま
亡
引
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
反
対
に
市
価
が
原
価
以
上
に
な
つ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
売
却
さ
れ
て
実
現
す
る
迄
は

利
益
を
計
上
し
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
し
、
こ
の
や
り
方
は
投
資
に
就
て
も
同
様
で
あ
る
と
し
て
低
－
価
主
義
の
適
用
を
説
い
て
い
る
。

　
エ
ス
ヶ
レ
が
・
有
価
証
券
が
時
価
に
関
係
な
く
常
に
原
価
で
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
点
を
除
い
て
、
大
体
に
於
て
他

の
人
六
の
主
張
と
軌
を
一
に
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
棚
御
資
産
は
常
に
取
得
原
価
で
計
上
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
而
し
て
若
し
時
価

が
低
い
場
合
に
は
時
価
主
義
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
反
対
の
場
合
に
は
そ
れ
を
拒
否
す
る
」
と
云
う
一
般
の
や
り
方
に
対
し

て
・
そ
れ
は
・
そ
も
そ
も
会
計
が
将
来
の
発
生
に
関
心
す
る
も
の
で
は
な
く
既
に
発
生
し
た
こ
と
を
間
題
と
す
る
（
事
後
計
算
）
も

の
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
・
利
益
は
仕
入
と
売
上
○
比
較
に
よ
っ
て
の
み
把
握
さ
れ
る
。
そ
し
て
棚
卸
の
評
価
を
引
下
げ
る
と
云
う

こ
と
は
当
詫
期
間
に
於
る
売
上
原
価
を
そ
れ
だ
け
増
嵩
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
り
、
反
対
に
ン
、
れ
か
、
引
上
げ
る
こ
と
は
売
上
原
価

を
引
下
げ
る
こ
と
と
な
っ
て
不
都
合
で
あ
る
。
と
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
勿
論
そ
の
緒
果
が
次
期
の
損
益
計
算
に
影
響
す
る
こ



と
は
云
う
迄
も
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
斯
く
て
貸
借
対
照
表
価
値
の
真
実
性
は
、
も
早
、
理
論
的
に
で
は
な
く
、
全
く
遇
然
に
の
み
期
待
し
．
得
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
な

づ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
会
計
学
者
達
は
上
に
述
べ
た
様
に
貸
借
対
照
表
は
そ
の
作
成
日
、
現
在
に
於
る
真
実
価
値
、
・
。
邑
奏
Ｈ
目
。

で
表
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
云
う
そ
の
主
張
に
も
拘
ら
ず
事
実
上
斯
る
表
示
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
と
こ
ろ
の
伝
統
的
実
践
と
し

て
の
保
守
主
義
会
計
方
法
に
む
し
ろ
組
し
て
行
っ
た
。
ハ
ツ
ト
フ
ィ
ル
ド
は
会
計
の
窮
局
的
目
標
と
し
て
正
確
性
を
掲
げ
な
が
ら
評

価
の
合
理
的
解
決
に
苦
慮
し
た
あ
げ
く
、
所
謂
継
続
企
業
○
◎
｛
素
８
コ
鳥
；
の
立
場
に
於
て
原
価
主
義
に
落
ち
着
い
て
い
っ
た
こ

と
は
周
知
の
如
く
で
あ
り
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
は
債
権
者
・
株
主
・
銀
行
は
貸
借
対
照
表
に
表
示
せ
ら
れ
る
価
値
が
そ
の
作
成
日
現
在

に
於
る
真
実
の
価
値
で
あ
る
こ
と
を
信
ず
る
の
が
当
然
で
あ
る
と
主
張
し
な
が
ら
、
他
方
に
於
て
原
価
主
義
を
支
持
し
て
い
る
の
で

あ
り
デ
ィ
ツ
キ
ン
ソ
ン
は
貸
借
対
照
表
は
継
続
企
業
の
価
値
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
や
は
り
取
得
原
価
主
義
を
主
張
し
、
エ
ス

ケ
レ
は
脚
註
の
利
用
を
排
斥
し
つ
つ
取
得
原
価
主
義
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
斯
く
て
、
会
計
の
窮
局
的
目
標
を
財
務
諾
表
に
於
る
真
実
価
値
の
表
示
に
発
見
し
た
ハ
ツ
ト
ブ
イ
ル
ド
以
下
の
学
者
達
の
折
角
の

主
張
　
　
前
に
も
触
れ
た
様
に
、
そ
れ
は
十
八
世
紀
的
保
守
主
義
会
計
が
企
業
家
の
個
人
的
利
益
と
、
小
数
債
権
者
の
債
権
担
保
力

の
確
保
と
云
う
梢
反
灘
す
る
二
つ
の
市
民
的
要
請
を
資
産
の
過
少
表
示
を
中
心
と
す
る
保
守
堅
実
感
の
強
調
に
於
て
辛
じ
て
調
和
し

来
っ
た
こ
と
に
対
す
る
近
代
経
済
杜
会
の
発
展
に
基
く
企
業
経
営
形
態
の
発
達
と
そ
の
経
営
規
模
の
拡
大
に
伴
う
少
額
多
数
株
主
の

発
生
並
に
、
杜
債
権
者
そ
の
他
、
企
業
の
外
部
に
於
る
利
害
関
係
者
の
増
加
と
之
に
併
う
企
業
の
杜
会
性
の
増
人
（
企
業
の
対
杜
会

的
交
渉
の
増
人
）
に
し
た
が
っ
て
企
業
会
計
に
対
す
る
杜
会
の
実
践
的
要
誇
が
質
的
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
の
学
者
的
自
覚
に
他
な

ら
な
か
っ
た
と
謂
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
併
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
一
つ
に
は
会
計
方
法
に
本
質
的
な
技
術
的
困
難
性
の
故
に
、
叉

　
　
財
務
謁
表
の
分
折
に
於
る
前
提
的
一
間
題
（
津
ノ
国
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
（
二
〇
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○



　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
（
二
〇
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
●
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

一
つ
に
は
技
術
に
固
有
の
抜
き
難
い
保
守
性
（
現
状
墨
守
性
）
と
近
視
的
見
解
の
圧
倒
に
屈
し
て
、
寧
ろ
伝
統
的
保
守
主
義
会
計
方

法
の
弁
護
者
と
し
て
所
謂
継
続
企
業
電
｛
品
８
旨
彗
一
の
立
場
に
於
て
企
業
継
続
価
値
電
一
轟
き
Ｈ
烏
手
８
ｑ
に
基
く
取
得
原

価
主
義
の
主
張
に
傾
い
て
行
っ
た
と
云
い
得
よ
う
。

詮
－

謹
２

謹
３

註
４

註
５

旨
§
目
ｏ
巳
旨
昌
“
勺
・
Ｎ
蜆
・

目
暮
饒
ｏ
毒
亭
昌
“
勺
一
〇
◎
ポ
◎
ｏ
６
一
Ｈ
◎
Ｎ
・

旨
◎
真
胴
◎
冒
ｏ
ｑ
亭
昌
．
一
勺
・
Ｈ
◎
ト
Ｈ
Ｎ
ｇ
Ｈ
曽
・

Ｈ
）
庁
ご
舅
Ｏ
目
亭
昌
・
一
勺
・
◎
ト
Ｈ
Ｈ
べ
・

目
名
篶
貫
ｏ
亭
昌
・
一
勺
・
ミ
Ｈ
・

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
斯
く
て
固
定
資
産
の
価
額
は
取
得
原
価
と
そ
の
後
の
改
良
費
の
合
計
か
ら
減
価
償
却
累
計
額
を
控
除
し
て
、
換
言
す
れ
ば
記
録
に

基
い
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
や
り
方
が
其
の
後
に
於
る
会
計
上
の
約
東
；
↑
ｇ
と
し
て
確
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
云
う

迄
も
な
く
そ
れ
は
単
な
る
価
額
で
あ
っ
て
所
謂
価
値
昌
冒
ｇ
；
８
旨
旨
ざ
き
Ｈ
篶
で
は
な
い
。
即
ち
、
そ
れ
は
貸
借
対
照
表
日
現
在

に
於
け
る
価
値
と
は
異
る
単
な
る
価
額
で
表
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
「
所
謂
ア
ヵ
ウ
ン
テ
ィ

ン
グ
コ
ン
ベ
ン
シ
ヨ
ン
に
基
く
の
で
あ
る
。
」
と
謂
う
。
更
に
、
減
価
償
却
手
綻
は
貸
借
対
照
表
に
於
る
斯
る
８
；
竃
ま
；
Ｈ
≦
－
一
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

を
決
定
す
る
為
に
適
用
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
。

　
一
一
一
一
オ
一
）
；
ｏ
巨
ｓ
一
く
宗
〇
一
一
易
胃
¢
ｏ
…
ユ
ｃ
〔
一
〇
；
け
一
き
一
）
◎
（
一
ア
暮
ｈ
茸
…
易
｛
、
箒
；
巨
ヲ
）
；
手
〇
一
ｐ
ｏ
言
己
ｇ
ｇ
さ
ヨ
芋
　
く
一
二
＝
２

暮
手
¢
婁
言
◎
『
２
葦
彗
〇
一
一
一
；
巨
¢
旨
ｏ
巨
ポ
手
¢
Ｈ
撃
一
岸
◎
、
争
算
オ
ぎ
◎
書
毒
；
竃
８
…
巨
・
お
８
…
竃
ぎ
旨
彗
中
・
…
・



　
そ
し
て
、
若
し
、
資
産
が
交
換
身
巨
具
胃
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
様
な
場
合
に
は
、
そ
の
新
に
取
得
し
た
資
産
に
就
い
て
は

以
前
の
簿
価
に
依
る
べ
く
叉
、
固
定
資
産
の
取
得
が
株
式
叉
は
社
債
の
発
行
、
若
し
く
は
そ
れ
等
と
の
交
換
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
場

合
に
は
当
該
有
価
証
券
の
額
面
を
以
て
取
得
原
価
と
す
る
。
と
云
う
の
が
ア
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
ベ
ン
シ
ヨ
ン
と
な
り
、
叉
、
特
殊

の
場
合
を
除
い
て
一
般
産
業
界
に
於
て
は
会
計
士
が
棚
卸
資
産
の
評
価
に
関
し
て
、
依
頼
人
（
責
任
者
）
の
保
証
ｏ
事
豪
ｇ
冨
を
信

頼
し
、
或
は
品
質
程
度
を
除
い
て
、
数
量
価
格
に
つ
い
て
検
証
＜
・
・
身
す
る
と
い
う
こ
と
も
亦
、
ア
ヵ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
ベ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刎

シ
ヨ
ン
と
し
て
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
云
う
（
因
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
於
る
特
種
の
織
物
関
係
に
専
従
す
る
会
計
士
達
は
取

扱
商
品
の
各
種
に
亘
っ
て
評
価
能
力
を
具
有
し
、
随
っ
て
単
な
る
価
格
数
量
の
み
な
ら
ず
品
質
程
度
に
就
い
て
も
事
実
の
検
証
を
行

う
と
い
う
。
）

　
却
ち
所
謂
取
得
原
価
は
要
す
る
に
当
該
資
産
の
取
得
当
時
に
於
る
価
値
で
、
或
は
そ
の
、
時
既
に
ア
カ
ウ
ン
テ
イ
ン
グ
コ
ン
ヴ
ェ
ン

シ
ヨ
ン
に
基
い
て
記
載
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
貸
借
対
照
表
の
作
成
日
に
於
て
は
、
全
く
偶
然
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い
と
云
う
こ
と

に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
斯
く
て
、
吾
六
は
所
謂
ア
カ
ウ
ー
テ
イ
ソ
グ
、
コ
ー
ベ
ン
ッ
ヨ
ン
を
会
計
方
法
に
、
本
質
的
な
理
論
的
飛
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

の
克
服
と
云
う
必
要
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
的
感
覚
に
基
く
二
応
の
理
論
的
解
釈
と
し
て
、
か
の
篭
｛
轟
８
冒
ｏ
；
奏
Ｈ
量
ｏ
の
主

張
と
、
実
体
的
に
は
そ
の
実
践
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
会
計
方
法
に
於
る
取
得
原
価
主
義
的
傾
向
に
於
て
之
を
指
摘
し
得
る
と
思
う
。

．
而
し
て
斯
る
意
味
に
於
て
そ
れ
は
所
謂
企
業
会
計
の
実
務
の
中
に
概
習
的
に
発
達
し
、
且
、
一
般
に
認
め
ら
れ
、
随
っ
て
採
用
せ

ら
れ
る
諾
方
法
（
約
東
）
で
あ
る
と
謂
い
得
る
で
あ
ろ
う
そ
れ
は
勿
論
、
慣
習
と
共
に
あ
る
し
、
実
践
と
共
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
だ

が
併
し
そ
れ
は
微
習
そ
の
も
の
、
実
践
そ
の
も
の
で
は
、
な
い
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
そ
れ
等
の
土
台
と
な
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る

と
謂
う
。

　
　
財
務
諸
表
の
分
折
に
１
於
る
前
提
的
一
間
趣
（
津
ノ
国
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
（
二
〇
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
（
二
〇
六
）

　
　
最
後
に
資
産
の
評
価
が
新
る
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
ベ
ン
シ
ヨ
ン
に
基
い
て
行
わ
れ
て
い
る
か
否
か
と
云
う
こ
と
は
小
規
模
企

業
の
場
合
に
於
て
は
大
し
た
影
響
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
企
業
の
規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
会
計
方
法
が
斯
る
前
提

　
に
立
つ
て
い
る
と
云
う
こ
と
が
、
実
は
重
要
な
意
義
を
も
つ
に
至
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
例
え
ば
工
場
閉
鎮
の
場
合
或
は
企
業
解

散
の
場
合
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
董
し
十
分
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
経
営
継
続
の
場
合
に
於
て
も
、
毎
会
計
期
間
に
於
て
そ
の

固
定
資
産
価
額
に
対
す
る
一
定
の
割
合
が
減
価
償
却
費
と
し
て
損
費
に
討
上
さ
れ
、
そ
の
残
額
が
資
産
と
し
て
次
期
へ
繰
り
越
さ
れ

　
る
の
で
あ
る
。
　
（
所
謂
資
本
的
収
支
と
収
益
的
収
支
の
問
題
）

　
　
ま
こ
と
に
近
代
企
業
の
擁
す
る
巨
大
な
固
定
資
産
と
そ
の
表
示
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
そ
れ
が
取
得
原
価
主
義
に
し
た
が
う
か
否

　
か
・
将
叉
そ
の
原
価
を
如
何
に
考
え
る
か
と
云
う
こ
と
は
会
討
方
汰
に
於
る
。
随
て
会
計
学
に
於
る
重
要
な
基
本
的
問
題
で
あ
る
。

そ
し
て
斯
る
意
味
に
於
て
所
謂
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ヨ
ン
こ
そ
は
伝
統
的
会
計
方
法
が
立
つ
て
い
る
一
つ
の
理
論
的
限

　
界
に
他
な
ら
な
い
・
換
言
す
れ
ば
所
謂
体
か
弥
余
か
か
脚
は
こ
の
ア
ヵ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
コ
ソ
ヴ
エ
ン
シ
ヨ
ソ
の
上
に
云
わ
ば
大
き
な

　
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
過
一
、
日
で
あ
ろ
う
か
。

　
謹
－
　
戸
＞
．
弓
◎
己
５
津
暮
二
Ｓ
一
－
、
，
ｐ
９
｝
巳
コ
ｏ
９
言
旨
ｏ
昌
＞
自
巳
｝
。
。
－
・
。
一
お
岬
◎
二
、
・
８
０
◎
・

　
註
２
亭
・
｝
甲
岬
邊
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
併
し
・
そ
れ
に
し
て
も
一
九
三
三
年
前
後
を
、
一
の
転
機
と
し
て
所
謂
財
務
諾
表
の
正
確
性
の
証
明
と
云
う
会
計
士
達
の
、
随
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

監
査
の
理
想
的
目
標
の
一
応
的
撒
回
、
と
、
そ
れ
に
代
る
「
単
な
る
主
観
的
意
見
の
表
明
」
へ
の
残
念
な
譲
歩
が
そ
の
後
に
於
る
会



計
学
者
花
に
会
討
士
達
の
真
剣
な
努
力
を
喚
起
し
た
こ
と
は
周
畑
の
通
り
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
は
私
が
こ
こ
に
再

言
す
る
迄
も
な
い
と
思
う
、
た
だ
あ
の
楕
致
に
し
て
ヶ
ン
ラ
ン
た
る
近
代
会
計
方
法
の
構
造
的
展
開
が
、
同
じ
収
得
原
価
主
義
の
基

盤
の
上
に
繰
り
拡
げ
ら
れ
て
居
る
の
で
は
あ
る
が
、
・
…
：

　
最
後
に
「
多
く
の
資
産
が
斯
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い
と
云
う
事
実
こ
そ
、
財
務
諾
表
の
分
析
が
要
詩
さ
れ
る
根
本
的
な
理
由
の
一

　
　
　
２
）

つ
で
あ
る
。
」

　
　
、
一
一
ざ
｝
、
一
一
ｇ
芽
暮
；
；
×
一
嚢
ｏ
雰
實
ｏ
■
ｇ
。
。
◎
く
己
一
一
＆
｛
・
。
◎
罵
亀
手
ｏ
ブ
毒
｛
ｏ
鳥
婁
◎
一
易
３
Ｈ
手
¢
罵
＆
亀
２
量
与
Ｎ
｛
自
狽

　
饒
箏
２
箏
ｏ
｛
２
Ｈ
ｏ
ｏ
寸
暮
ｇ
一
－
ｃ
■
冴
．

と
い
う
。
ロ
イ
・
フ
オ
ー
ク
の
一
、
貢
葉
を
引
用
し
て
置
か
う
。

　
誌
　
、
〇
三
グ
旨
昌
Ｊ
｝
）
・
蜆
り
Ｈ

財
務
諸
表
の
分
折
に
於
る
前
提
的
一
間
題
（
津
ノ
国
）

六
五
（
二
〇
七
）


